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2023年8月 

＜全国の情勢＞ 

総務省による2022年の住民基本台帳人口移動報告（外国人を含む）によると、都道府県

別の転入者数は東京都（43万9,787人）が最も多く、次いで神奈川県、埼玉県、大阪府、

千葉県の順となっています。一方、同転出者数も東京都（40万1,764人）が最も多く、以

下、神奈川県、大阪府、埼玉県、千葉県の順で多くなっています。 

また、都道府県別で転入超過となったのは、最も多い東京都（3万8,023人）のほか、神

奈川県、埼玉県、千葉県、大阪府、福岡県、滋賀県、山梨県、宮城県、長野県および茨城県

の１１都府県です。 

大阪府の転入超過数は6,539人と前年に比べ917人拡大しました。前年に比べ転入超過

数が最も拡大したのは東京都（3万2,590人増）でした。一方、転入超過数が最も縮小した

のは千葉県（▲8,047人増）となっています。 

＊住民基本台帳人口移動報告は、住民基本台帳に基づき、国内における人口移動の状況を明らか

にするものです。 

都道府県別転入者数、転出者数等 上位10都道府県 （2022年） （人） 

都道府県名 

2022年 
2021年 

転入超過数 
③ 

対前年 
増減数 
①-②-③

転入者数 転出者数 転入超過数 
①-②順位 ① 順位 ② 

東京都 1 439,787 1 401,764 38,023 5,433 32,590 

神奈川県 2 237,839 2 210,275 27,564 31,844 ▲4,280 

埼玉県 3 191,931 4 166,567 25,364 27,807 ▲2,443 

大阪府 4 173,710 3 167,171 6,539 5,622 917 

千葉県 5 163,761 5 155,193 8,568 16,615 ▲8,047 

愛知県 6 123,833 6 131,743 ▲7,910 ▲2,747 ▲5,163 

福岡県 7 106,149 7 101,280 4,869 5,792 ▲923 

兵庫県 8 94,569 8 100,194 ▲5,625 ▲5,344 ▲281 

茨城県 9 59,752 11 59,292 460 2,029 ▲1,569 

京都府 10 59,246 10 61,280 ▲2,034 ▲3,874 1,840 

（注）転入超過数の「▲」は転出超過を表す。 

大阪府の人口移動について

数字で見る大阪経済のツボ 
大阪シティ総合研究所の専属スタッフが 

さまざまな経済指標にスポットをあて、 

大阪経済の現状を分かりやすく解説します。 
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全国の市町村別では、東京特別区部が2万1,420人の転入超過で全国最多となりました。

新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和されたことを背景に、東京への人口集中

が再加速しているようです。大阪市は9,103人で全国1,719自治体（東京特別区は１とす

る）中３番目に多く、９年連続で転入超過を維持しました。 

転入超過数の多い 全国上位10市町村 （2022年）                          （人） 

順位 市町村 
 

2022年 2021年 対前年増減数 

1 （1719） 東京都特別区部 （東京都） 21,420 ▲14,828 36,248 

2 （1） さいたま市 （埼玉県） 9,282 10,527 ▲1,245 

3 （4） 大阪市 （大阪府） 9,103 7,893 1,210 

4 （3） 札幌市 （北海道） 8,913 9,711 ▲798 

5 （2） 横浜市 （神奈川県） 8,426 10,123 ▲1,697 

6 （5） 福岡市 （福岡県） 6,031 7,158 ▲1,127 

7 （7） つくば市 （茨城県） 3,818 4,643 ▲825 

8 （6） 千葉市 （千葉県） 3,519 5,920 ▲2,401 

9 （8） 藤沢市 （神奈川県） 3,201 4,554 ▲1,353 

100 （16） 船橋市 （千葉県） 3,172 2,728 444 

（注） （  ）内の数字は2021年の順位    

 

＜大阪の情勢＞ 

大阪府の転入超過数は前年に比べ917人増加の6,539人、大阪市は同じく1,210人増え

て9,103人となりました。 

大阪府および大阪市の転入者数、転出者数および転入超過数の推移                      （人） 

 
大阪府 大阪市 

転入者数 転出者数 転入超過数 

 

転入者数 転出者数 転入超過数 

 2016年 162,414 162,010 404 105,279 96,433 8,846 

2017年 164,025 162,889 1,136 107,723 98,270 9,453 

2018年 168,551 166,163 2,388 112,137 100,056 12,081 

2019年 175,702 167,638 8,064 116,972 103,210 13,762 

2020年 172,563 159,207 13,356 118,461 101,659 16,802 

2021年 168,009 162,387 5,622 114,060 106,167 7,893 

2022年 173,710 167,171 6,539 117,545 108,442 9,103 

 男 93,261 92,022 1,239 61,475 58,052 3,423 

女 80,449 75,149 5,300 56,070 50,390 5,680 

日本人 156,398 148,994 7,404 105,888 94,509 11,379 

外国人 17,312 18,177 ▲865 11,657 13,933 ▲2,276 

（注）転入超過数の「▲」は転出超過を表す。 
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大阪府の市町村別では、転入超過が1８市町で、転出超過が２５市町村となりました。大

阪市（9,103人）、吹田市（1,902人）、茨木市（1,811人）、東大阪市（539人）の順

で転入超過数が多くなる一方、岬町（▲1,213人）、堺市（▲914人）、泉南市（▲903

人）、豊中市（▲758人）の順で転出超過数が多くなっています。 

大阪府の市町村別 転入・転出超過 上位10市町村                 （人） 

転入超過 転出超過 

順位 市町村名 実数 順位 市町村名 実数 

1 大阪市 9,103 1 岬町 ▲1,213 

2 吹田市 1,902 2 堺市 ▲914 

3 茨木市 1,811 3 泉南市 ▲903 

4 東大阪市 539 4 豊中市 ▲758 

5 羽曳野市 225 5 貝塚市 ▲578 

6 交野市 205 6 河内長野市 ▲455 

7 箕面市 177 7 池田市 ▲448 

8 泉佐野市 171 8 大東市 ▲443 

9 枚方市 154 9 富田林市 ▲402 

10 守口市 102 10 門真市 ▲383 

（注） 「▲」は転出超過を表す。 

 

以 上 


